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Water main   

水道本管 

underdog 【アンダードッグ】 
（試合や選挙などで）勝ち目のない人 
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Newsletterのバック

ナンバーはウェブに

てご覧頂けます。 

Loyalty Group Insurance Services, Inc.  (LGIS) 

お問い合わせ先 

今年の冬は雪が集中的に降ったエリアもあり、雪解けと春の嵐

も重なって各地で洪水が起きているようです。3月中旬は弊社

の近くにあるオハイオ川でも洪水となり、1997年の洪水に次ぐ

規模となりました。最終的には約57フィート（約17ｍ）のところま

で水位が上がったそうです。 

洪水により住宅やビジネスも影響を受けていますが、もし洪水にあった場合、お持ちの保

険でカバーされるのでしょうか？ 
 

【参考】 WCPO Cincinna ,  “Cincinna  begins  cleanup from Ohio River flooding”, WCPO.com, Channel 9 on your 
side, “Ohio river flooding widespread” 

Phone: 877-LGISINC / 877-544-7462 
Fax: 859-283-0138 
E-mail: hoken@lgisinc.com 
WWW.LGISINC.COM 

通常のテナント保険（家財保険）ならびにHomeowners保険（持ち家用の保険）では、 

洪水は補償対象外となります。特に洪水のリスクのあるエリアにお住いの方は、洪水によ

るダメージに備え、政府が販売している洪水保険への加入をご検討下さい。 
 

■NFIPの公式サイト www.floodsmart.gov  
   見積や洪水保険販売エージェントの紹介 

■Federal Emergency Management Agency  www.fema.gov  
  政府によるNational Flood Insurance Program（洪水保険）の紹介 

自宅、家財へのダメージ 

洪水による自動車にダメージがあった場合、自動車保険の中のComprehensive
（Other than collision）という保険でカバーとなります。実際に被害に遭った場合は、

至急弊社、あるいは保険会社にご報告下さい。現在Comprehensiveをお持ちでない方

が、洪水のリスクが高まった時に加入しようとしても、保険会社が受け付けない場合もあ

るため事前に検討されることをお勧めします。 
 

≪関連リンク≫  

2種類の車両保険、どう違う？  https://www.lgisinc.com/jp/damagetoyourauto.pdf 

自動車へのダメージ 

 
  

College BasketballCollege Basketball  

March Madness March Madness   

スタートスタート!!  
 

お見積もりから保険に関するご質問など 

お気軽にご相談下さい！ 

大学のバスケットボールのトーナメントが 

3月19日から3週間にわたり繰り広げられま

す。負けることが予想されていたチームが

勝ったりと、何が起こるか分からないのが

March Madnessの面白いところです。 

地元のチーム、あるいは思い入れのある

チームがどこまで進んでいくか、今後の進展

が楽しみですね。 

 

◇NCAA Men’s Basketball はいつ始まった？ 

1939年 3月17日 Oregon ○  vs Ohio St. ● 

 

◇優勝回数が多い大学は？ 

 UCLA         11 回 

 Kentucky      8 回 

 Indiana        5 回 
 North Carolina   5 回 
 Duke           4 回 
 Connec cut          4   回 

 
【参考】 

CBSsports.com, NCAA Tournament history 

洪水によるダメージが大きかったエリア Top10  1. New York 
2. New Jersey 
3. Louisiana 
4. Connecticut  
5. Florida 
6. Mississippi 
7. Texas 
8. Rhode Island 
9. Virginia 
10. Maryland 
（2012年度のデータ） 

現在入手できる統計では2012年のデータが最新ですが、この

年はHurricane Sandyの影響でNew York, New Jerseyが

Top1、Top2にランキングしています。 

ハリケーンはもちろんのこと、今年のように雪解け水の影響

や、水道本管の破裂など、洪水を引き起こす影響は様々で、

その年によって被害の大きなエリアも変わってくるようです。 

 
【参考】 FloodSmart.gov  Media resources 


